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調査・研究 

テーマ 

 

住民参画の取り組みの先進事例から学ぶ 

 

目 的 

 

さいたま市で住民参画を促すため 

 

 

 

 

内 容 

 

 

日 時：２０２４年５月１５日（水）１０：３０～１２：００ 

視察先：牧之原市役所（静岡県牧之原市静波４４７−１） 

説明者：牧之原市地域振興課 課長 原口 克也 氏 

       同      係長 植田 容子 氏 

       同      主事 河原崎 美幸 氏 

参加者：阪本 克己、高柳 俊哉、三神 尊志、出雲 圭子、 

松本 翔、佐々木郷美、堤 日出喜、相川 綾香、 

永井 里菜 

報告書作成者：堤 日出喜 

 

概 要 

  

牧之原市地域リーダー育成プロジェクトとは、「ファシリテー

ション」を学び、大学生や大人たちとの対話を通して牧之原市

のまちづくりや自分の将来などについて考えるきっかけを与え

るため、主に高校生を対象にした人材育成事業である。 

２０１５年にプロジェクトが立ち上がったきっかけは、生徒

同士の交流だけではなく、地域の大人、行政との交流を促した

いとの榛原高校の先生の思いによる呼びかけであった。９年間

で延べ７６９名の高校生が参加した。 

事業の運営は市民ファシリテーターの「ＣＬＩＰ」や「ＭＵ

ＳＵＢＩ」や市が担うが、高校生も一部運営を担う点が牧之原

市地域育成リーダープロジェクトの特徴である。 

参加者の募集は、主に高校の先生から生徒への声がけで行っ

ているが、プロジェクトは高校生だけではなく、大人も参加で

き、過去には小学生も参加したことがある。 

プロジェクトに参加した高校生からは、地域の大人と共に牧之

原市のまちづくりや自分の将来を考える良い機会になった等、

プラスの感想がある。本プロジェクトの説明をいただいた河原

崎氏自身も地域リーダー育成プロジェクト出身であることをと

って、プロジェクトの成果といえる。 

 



概 要 

 

質疑応答では、市外の高校に通う高校生は参加対象か、また

事業の予算額について。また牧之原市では住民参画の意識が根

付いているのか、事業を進めるためどのように職員のやる気を

醸成しているかなどの質問があった。 

 

 

 

所 見 

・ 

成 果 

  

今回の視察から、さいたま市が各種施策を実施する前にどの

ように住民の意見を取り入れるかの手法を学ぶことが出来た。 

 

牧之原市では主要政策を実施する前に住民の意見を聞く取組

が定着している。その場合は市民ファシリテーターがメインと

して、市職員がサブのファシリテーターとして関わっている。

例えば牧之原市では市立小学校８校・市立中学校２校を再編し

て新たに２つの義務教育学校をつくる計画がある。住民の意見

を丁寧に聞いたから大きな反対運動がないのだと考える。 

さいたま市でも主要な施策を実施する前の住民の意見を聞く場

として市民ファシリテーターと市職員が関わるワークショップ

を選択肢として示したい。また「地域に誇りを持つ」「将来、地

域を担う」「地域の課題解決に貢献する」人材を育成するために

さいたま市でも地域リーダー育成プロジェクトの実施を提言し

たい。プロジェクトに参加した市民ファシリテーターが地域に

愛着を持ち、自治会総会、避難所運営訓練など地域活動に積極

的に参加するように促すことができると考える。 

 



所 見 

・ 

成 果 

 

また、牧之原市では市民参画の意識が醸成されていると感じ

た。その大きな理由は①情報の共有②市民参加の推進③市政運

営を柱とする自治基本条例が制定されているからだと考える。 

さいたま市では最近、主要施策に対する大きな反対運動が続

いていることから、住民参画の取り組みを一層推進する必要が

あり、会派としても「自治基本条例の制定」の検討を取り上げ

ていきたい。 

 

今後、視察で得られた知見を本議会や委員会での質問に繋げ

ていく。 

 

会派基本政策 

 

１５．市民協働・公民学連携による地域課題の解決 

 

会派 

プロジェクト 

 

「市民参画推進」 

 

備考 

 

購入書籍：「パートナーシップが創るこれからの地方自治」 

価格：税込み３，０００円 

活用方法：牧之原市での協働の取り組みの詳細を学んだ。 

 

 


